










































Bjarke	Frellesvig “Some Prospects for the Study of the History of Japanese”
（日本語史研究の展望）
○シンポジウム４ 「文法研究の将来」
日時：2009年10月12日（月・祝）14：00～16：50
井上	優 「テンスの有無と言語のデザイン」
益岡	隆志 「文論の現状と課題」
影山	太郎 「動詞意味論から名詞意味論へ」
ザトラウスキー　ポリー 「談話分析の可能性」
角田	太作 「日本語学から一般言語学への貢献」
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